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１．はじめに 

 高速道路上などに設置されている図形情報板(図１)はネットワーク上

の広範囲にわたる交通情報を提供できることから、交通の効果的な空間分

散を促すための有力な情報提供ツールとして期待されている。その一方、

図形情報板の認知、判読は運転中の負担のかかる状況下で限られた時間内

に行う必要があるため、運転者の負担は相当大きいことが予想される。そ

のため、図形情報板の提示内容についても運転者の判読性に配慮したデザ

イン、提示範囲とすることが求められる。 

既存研究 1),2)では、図形情報板に求められる判読性の一つとして「地図

情報の判読性」に着目し、図形情報板の判読性を規定するデザイン上の要

因(判読性影響要因) としてネットワークを特徴づける要素(例えば首都高速道路の都心環状線(C1))の明示性

を示した。しかし、実験の被験者数が少なく、結論は推測の域を出ないことや、実験の方法論に関する課題が

指摘されている。 

本研究では、既存研究の課題を踏まえた上で、実験的手法により図形情報板の「地図情報の判読性」に関す

る判読性影響要因を分析・特定することを目的とする。 

 

２．実験方法  

 本研究では、図形情報板の「地図情報の判読性」を対象とした簡易な実験を行い、それらの結果を分析する

ことにより判読性影響要因を特定する。なお、実験対象は首都高速道路上の図形情報板計４３枚である。この

うち３３枚は平成 18 年 4 月時点で実際に設置されていたもの、その他の１０枚は既存研究 1),2)により判読し

にくいと評価された図形情報板を、既存研究の基準で判読しやすくなるように改変したものである。また、被

験者は２２〜５５歳の男女３５名である。 

 実験前に被験者に対してアンケートを行い、首都高速道路の

ネットワークに関する地理的知識を聞いた。実験では、まず首

都高速道路上の現在地を地図上で示した後、図形情報板を被験

者に２秒間提示した。被験者に対して時間内に「図形情報板の

提示範囲」を判読させ、５段階評価により各図形情報板の判読

のしやすさ(以降、判読性評価値という)を回答させた。これを

計４３枚の図形情報板について行った。 

 

３．結果 

地理的知識量の高いグループ(１６名)と低いグループ(６
名)に分け、各図形情報板の判読性評価値の平均値を比較した 
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図１ 図形情報板の例 

図２ 地理的知識量高・低の判読性評価値の関係
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ところ、地理的知識量が明らかに判読性評価値に影響を与えて

いることが分かった(図２)。そこで地理的知識量の影響を排除

するため、地理的知識量が高いグループ１６名の各図形情報 

板の判読性評価値の平均値を対象として、図形情報板の判読性

影響要因を分析した。ここで、図形情報板のネットワーク規模

の指標として「ネットワークを構成する路線の総延長距離」を

用い、「判読性評価値」との関係を見ると、単相関係数が 0.76
となりやや強い相関が見られた(図３)。図４にネットワーク規

模が小さく判読性評価値の高い図形情報板、図５にネットワ

ーク規模が大きく判読性評価値の低い図形情報板の例を示

す。 
 また、改変を加えた図形情報板と改変を加えていない現行

の図形情報板について、判読性評価値の平均値の差をウィル

コクソンの順位和検定比較したところ、ほとんど判読しやす

さに差がないことが分かった。図６に図形情報板の例を示す。 
この結果は、本実験のように事前に現在地や道路ネットワ

ークが提示され、イメージが形成されている状況下では、既

存研究で指摘されたネットワークを特徴づける要素の明示

性が必ずしも判読性に影響を与えているとは限らないこと

を示唆している。しかし、実際の運転状況下では必ずしも道

路ネットワークについてイメージできているとは言えず、そ

の意味では「ネットワークを特徴付ける要素の明示性」の重

要性は必ずしも否定できない。 
 

５．結論および今後の課題 

 本研究では、事前に現在地や道路ネットワークが提示されて

いる条件下での実験により、ネットワークを特徴付ける要素の

明示性は必ずしも重要でなく、図形情報板に表示されるネット

ワークの規模が大きく影響することが示された。今後、運転者

の持つイメージも考慮したより深い分析や、現実的条件下によ

る要因分析および検証が必要である。 
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図５ 判読しにくい板 

ネットワーク規模大

総延長距離：７７．５０km 総延長距離：８４．５３km 

判読性評価値：２．５０ 判読性評価値：２．４４

図４ 判読しやすい板 

ネットワーク規模小

総延長距離：４１．７１km 総延長距離：３０．３０km

判読性評価値：３．１９ 判読性評価値：３．０６ 
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図３ 総延長距離と判読性評価値の関係 

現行図形情報板 

判読性評価値：２．９４ 判読性評価値：２．８１ 

改変図形情報板 

現行図形情報板 

判読性評価値：２．７５ 判読性評価値：２．６３ 

改変図形情報板 

図６ 現行図形情報板と改変図形情報板 
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